























英 国 の CAIPE (Centre for Advancement of 
Interprofessional education) は IPE について“複数の領域
の専門職者が連携およびケアの質の改善するために、同じ場
所でともに学び、お互いに学び合いながら、お互いのことを
学ぶこと”と定義している 2)。また IPE の取り組みは各国で
ネットワークが構築されており、我が国においては 2008 年
に日本インタープロフェッショナル教育機関ネットワーク 
(Japan Interprofessional Working and Education 
Network: JIPWEN) が設立された。海外においてはCAIPE
をはじめ、オーストラリアとニュージーランドのAustralian 
Interprofessional Practice and Education Network 
(AIPPEN)、カナダの Canadian Interprofessional Health 
Collaborative (CIHC)、米国のAmerican Interprofessional 
Health Collaborative (AIHC) 、 欧 州 の European 













【結果・考察】上位 5 件は Hammick らの報告 4)(被引用数
435)、Reevesらの報告5)(243)、同じくReevesらの報告6)(238)、
Oandasan らの報告 7)(209)、Thistlethwaite の報告 8)(148)
で、いずれもReview article であった。Hammick らの報告
4)(英国) は IPE の最良な評価法を特定すること、IPE による
成果を分類しその影響を評価すること、IPE によるポジティ
ブまたはネガティブな成果の啓発法の発達を目的とした。




ける IPE 教育に関するものであった。Thistlethwaite の報告
8)(オーストラリア) は、今後 IPE に最も必要とされる研究課
題を定義、および探求することを目的としていた。 





上記 5 つのReview article によってなされていた。 
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